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Ⅰ  新潟県少年自然の家の概要 
 １  名   称 
      新潟県少年自然の家 
  ２  所 在 地 
       〒959-2602  新潟県胎内市乙 1503－166 

電話…0254-46-2224    FAX…0254-46-3070   URL https://niigata-shounensizen.jp// 
 ３  施設の目的 
   新潟県少年自然の家は、砂丘が続く日本海に臨み、美しい赤松の天然林に囲まれた大自然

の中にある、子どもたちのための青少年教育施設です。このすばらしい自然の中で、学校や
家庭では得難い宿泊活動、野外活動、創作活動などの体験活動を通して、豊かな情操や社会
性を養い、心身ともに健全な子どもたちの育成を図ることを目的としています。 

4   沿   革 
昭和  46. 3    第２次総合教育計画において、建設を計画 

           8.13   新潟県少年自然の家建設準備委員会発足 
47. 2.22   建設地北蒲原郡中条町乙に決定 

           9.29   起工式挙行 
           6.20   新潟県知事と中条町長との間に土地使用貸借契約締結 

48. 8. 1   新潟県少年自然の家開所 
                     〃          条例施行 
           8.21   開所式挙行 
           9. 1   公用開始 

49. 7.19   テント泊利用開始 
53. 2. 1   少年自然の家所報「あかまつ」創刊号発刊 
56. 2.27   新しい活動内容「スキー」新規実施 
57. 5. 1   新しい活動内容「海洋スポーツ」新規実施 
58. 8.21   開所 10 周年記念式典実施 
61.11.13   新潟県少年自然の家後援会発足 
62. 3.10   少年自然の家「後援会報」創刊号発刊 
62. 8.30   開所以来延べ利用人数 50万人達成する 

平成     2. 5.28   海洋スポーツ等の送迎にマイクロバスを導入 
            3. 4.12   乙中学校生徒による奉仕活動実施（松葉かき、以後毎年実施） 

 5.10.17   創立 20 周年記念式典挙行 
                        20周年記念事業 
                       ・施設、設備の充実 
                          海洋スポーツ用施設設備（カヌー30艇、艇庫の建設） 
                           野外調理場、アスレチックなど増設 
                           大型バス１台、バス車庫整備など 
                    ・記念式典、記念誌の発行 
        6. 3.29   カヌー艇庫完成 

12. 8. 2   日本ボーイスカウト日本海大会開催 
14. 6.13   延べ利用人数 100万人達成、記念式典挙行、記念植樹 
16.12.26  全宿泊室を木製ベッﾄﾞに改修 
16. 5.25  野外食事用テーブル・椅子新設（10組） 
19. 1.20  玄関前大看板設置（２カ所） 
23.10. 6   宿泊棟二階エアコン設置 
24. 5.18  宿泊棟一階エアコン設置 
26. 7 ～27. 3  建造物耐震診断施工（業務委託） 
27. 9.25  少年自然の家の建て替えについて報道発表 
28. 2 ～  新施設建て替えの基本設計開始 
28.12.20  新規プログラム「スノーシュー体験」開始 
29. 3.24  救助艇（レスキューボート）、船外機の新規配備 
29. 7. 4  延べ利用人数 150万人達成、記念式典挙行、記念植樹 
30. 3.13  野外活動支援棟竣工 
31. 3    新施設竣工 
31. 4.13  新潟県少年自然の家開所式典挙行 

令和  3. 7. 5  芝生広場オープン  
3. 7. 7  延べ利用人数 160万人達成、記念式典挙行、記念植樹 

        5.10.21  創立 50周年記念式典挙行 
          ・記念式典 ・記念植樹 
 7. 4. 1  指定管理者制度による管理運営を開始 
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５ 施設概要 
 

(1) 敷 地 面 積   施設及び周辺   134,911.00 ㎡（胎内市から借用） 

カヌー艇庫      583.20 ㎡（    〃    ）      

                      遊歩道      5,064.00 ㎡（下越森林管理署から借用） 

            芝生広場        3,500 ㎡ 

 (2) 建 物 面 積    本館棟支援）     6,244.94 ㎡（延床面積） 

                       野外活動支援棟     377.00 ㎡（  〃  ） 

  (3) 収容宿泊人員  宿泊棟 296 人  
 

6   施設設備 

種別 施      設 付 属 設 備 等 

建 
 
 
物 

【管理棟】 
１階 静養室          

地域連携室      
２階 大研修室（200名） 

小研修室×3室（各50名） 

※各階に多機能トイレあり 
ベッド２台 
ホワイトボード 
ホワイトボード、マイク、プロジェクター 
ホワイトボード  

【宿泊棟】 
１階 ８人用      16室  

20人用（36畳）  １室 
リーダー室（8畳）２室 
多機能宿泊室   １室 

２階 ８人用       16室 
 20人用（36畳）   １室       
リーダー室（8畳）２室 
控室        １室 

 
２段ベッド 
－ 
－ 
バス、トイレ 
２段ベッド 
－ 
－ 
机・椅子 

【食堂棟】 
１階 食堂（186席） 
２階 和室研修室（18畳） 

活動室（40名） 

 
－ 
長机、座布団 
 

【浴室棟】 
１階 男性用 大・小浴室各１ 

女性用 大・小浴室各１ 
屋上 星空テラス 

 
－ 
－ 
望遠鏡、双眼鏡 

【体育館】 
※更衣室、シャワー室あり 

バスケットボール１面、バレーボール１面、バドミ
ントン３面、ソフトテニス１面 

【多目的ホール】 
※活動スペース約330㎡ 

ホワイトボード、マイク 

【カヌー艇庫】 
カヌー35艇、救助艇(6人乗レスキューボート)、船
外機 

【野外活動支援棟(まつかさのいえ)】 
１階 瓦敷き土間 
２階 研修室×2室 収容各60

名 

※トイレは１階 
－ 
ホワイトボード 

屋 

外 

駐車場 大型バス用6台、小型乗用車用60台 

営火場               
野外炊さん場（屋根付き） 

なかよし営火場、はばたき営火場、あかまつ営火場
、 
かがやき営火場、かま36基、蛇口60口、野外炊さん
用具 

遊歩道 
芝生広場 

オリエンテーリング用ポスト 

そ
の
他 

テント（10人用×5張、6人用×20張） 
釣り道具、グラウンド・ゴルフ道具、スキー（80台）、スノーシュー（80足） 
利用者送迎用バス（32人乗り １台） 
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Ⅱ  運 営 の 概 要 

１ 運営方針 

（１）新潟県少年自然の家の設置目的 

新潟県少年自然の家は、豊かな自然環境の中で、学校や家庭、地域では得難

い自然体験や集団宿泊体験等をとおして、自然に親しむ心や畏敬の念を育て、

豊かな情操や社会性・自主性を培い、心身ともに健全な子供の育成を図る青少

年教育施設である。同時に、県民誰もが集い研修を深めることができる生涯学

習推進の拠点施設である。 

 

（２）基本方針 

1. 自然に親しむことと、団体生活を送ることで、青少年の健全な育成を図る 

自然に触れる体験活動は、青少年に大きな感動をもたらせます。私たちは、

自然への興味関心を引き出し、五感を使った直接体験を提供することで、青少

年の生きる力や育成に寄与していきます。また団体生活を通して、コミュニケ

ーション能力や豊かな人間性を育みます。 

① 集団宿泊活動を通しての青少年育成事業 

② 自然体験活動を通じての青少年育成事業 

③ 様々な野外体験活動を通じての青少年育成事業 

④ 食育を通しての青少年育成事業 

⑤ 施設の特性を活かした受入事業の推進 

 

2. 施設の特徴や新潟県の自然環境、文化などの特性を生かし、様々な事業を実施

する 

周辺地域の伝統文化等の貴重な文化・産業的な教育資源と地域の雄大な自然

を「野外博物館＝フィールドミュージアム」と捉えた事業展開を行っていきま

す。その際、周辺自治体や周辺市町村の地域の団体、地域ボランティアと連携

して地域と一体となった事業を実施していきます。 

① 周辺地域の伝統文化に触れる企画事業 

② 周辺の雄大な自然の活用した企画事業 

③ 野外博物館＝フィールドミュージアムと捉えた企画事業 

④ 利用者ニーズ、時代のニーズに応じた企画事業 

⑤ 企画事業を県や地域からのコンセンサスに基づき実施 

 

3. 関係する法令を厳守し、公の社会教育施設としてふさわしい運営を行う 

公共施設を管理運営する上で、コンプライアンスの遵守は最重要事項です。

私たちは、新潟県少年自然の家条例をはじめとした関係する法令を遵守し、公

の社会教育施設の運営者としてふさわしい運営を行います。併せて関係する法

令の研修を適宜行い、法令遵守意識を持続・高めていきます。 

① 新潟県少年自然の家条例の遵守 
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② 施設設置目的の理解、公の施設運営者としての役割の理解 

③ 労働基準法、個人情報保護法等関係する法令の遵守 

④ 順法精神の醸成を図る教育研修の実施 

⑤ 配属職員に対しての法令遵守に関する誓約書を締結 

 

4. 利用者のニーズや時代の要請に対応した事業の充実と利用促進を図る 

県内外の類似施設の調査・研究や全国青少年教育施設協議会への参加並びに

国立青少年教育振興機構や自然体験活動推進協議会等への情報収集を行い、多

様化する利用者ニーズや時代に応じたニーズの汲み取りを行います。併せて広

報活動に力を入れ、新規・既存利用者の増加を図ります。 

① 県内外の類似施設の調査・研究 

② 全国青少年教育施設協議会への参加 

③ 国立青少年教育振興機構等への情報収集活動 

④ 多様化するニーズを取り入れた事業の開催及び施設運営 

⑤ 新規顧客獲得、既存顧客リピート増を図った広報活動 

 

5. 利用者が快適かつ安心安全に利用できるように、適切な対策・維持管理を実施

する 

各種関係法令を遵守し、総合ビルメンテナンス事業者としてのノウハウを発

揮し、保全作業を実施します。日常的なメンテナンスの実施とともに、修繕計

画を策定し、計画的な修繕を実施します。緊急性のある修繕については利用者

の安全安心を第一に考慮した修繕体制を継続します。 

① 利用者の安全な活動の為の適切な維持管理・対策 

② 維持管理関係法令順守、再委託業者の適切な管理 

③ 利用者安全を第一にした適切な修繕 

④ 危機管理マニュアルの作成と緊急時の速やかな対応 

⑤ 定期的な訓練の実施 

 

6. 効果的・効率的な施設管理運営 

これまでの事業経験から蓄積した管理運営ノウハウに基づく徹底した効率

化と、職員がそれぞれもっている知識と技術を活用する事により、予算執行状

況を毎月チェックしながら適切なコスト管理を実施します。エネルギーコスト

の削減など過去データを分析し使用量削減に努めます。 

① 職員による簡易修繕や予防保全 

② 職員のマルチジョブ化による効率的な運営 

③ PPS事業者を活用したエネルギー削減策 

④ 燃料購入を入札し、費用の圧縮 

⑤ 全社のスケールメリットを活かした物品購入 
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２ 職 員 の 状 況                                                                                                                                        

（１）施設スタッフ                         2026年 4月 1日現在 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）事務分掌 

ア  庶務課 

ア) 課の総括に関する事項 

イ) 所の経理に関する事項 

ウ) 施設及び設備等の維持管理に関する事項 

エ) 備品等の管理に関する事項 

オ) 公用自動車の運転及び維持管理に関する事項 

カ) 集計、統計に関する事項 

 

イ  事業課 

ア) 課の総括に関する事項 

イ) 受入事業に関する事項 

ウ) 体験活動等の指導に関する事項 

エ) 県主催、企画事業に関する事項 

オ) 環境整備、日常的業務に関する事項 

カ) 広報に関する事項 

キ) 渉外に関する事項 
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Ⅲ  施 設 の 利 用 

１ 利用にあたって 
(1) 利用できる人たち 

ア 幼児、児童、生徒、学生 
イ 青少年団体の団員 
ウ 教員 
エ 子ども会等青少年団体の指導者 
オ 社会教育における青少年の指導者 
カ 青少年の厚生、福祉、補導、教護等の従事者 
キ 少年自然の家が主催,企画する事業に参加する者 
ク そのほか、所長が適当と認めた者 

 
(2) 休 所 日 

ア 年末年始(12 月 28 日から翌年 1 月 4 日まで) 
イ 8 月 12 日から 8 月 15 日まで 
ウ 12 月 7 日から翌年 3 月 1 日までの月曜日（祝日を除く） 
エ 少年自然の家所長が必要と認めた日 

 

２ 利用料金 
＜施設利用料金一覧＞ 

区分 利用料金 

 

 

 

利 

 

用 

 

料 

 

金 

宿泊室 

※１人１泊につき 

学齢に達しない者 ６８０円 

小学生及び中学生    ６８０円 

高校生等    ６８０円 

その他 １，６００円 

体育館 午前  １，０１０円 

 午後 １，３５０円 

 夜間 １，０１０円 

 全日 ２，６００円 

多目的ホール 午前    ６５０円 

 午後    ８７０円 

 夜間 ６５０円 

 全日  １，６７０円 

大研修室 午前    ６６０円 

 午後 ８７０円 

 夜間 ６６０円 

 全日 １，６８０円 

中研修室 午前    ４５０円 

 午後 ５９０円 

 夜間 ４５０円 

 全日 １，１４０円 

小研修室 午前    ３２０円 

 午後    ４３０円 

 夜間    ３２０円 

 全日    ８２０円 

和室研修室 午前    ５８０円 

 午後 ７７０円 

 夜間 ５８０円 

 全日 １，４８０円 
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区分 利用料金 

利 

 

用 

 

料 

 

金 

工作室 午前    ６８０円 

 午後    ９００円 

 夜間    ６８０円 

 全日 １，７３０円 

野外活動支援棟研修室 午前    ３２０円 

 午後 ４３０円 

 夜間 ３２０円 

 全日 ８２０円 

キャンプ場 学齢に達しない者    ２２０円 

 小学生及び中学生 ２２０円 

 高校生等 ２２０円 

 その他 ３６０円 

常設テント  １，７２０円 

 

(1) 利用料金について 

① 施設利用料金については、その他諸費と同様に請求いたします。 

② 原則、利用日当日にお支払いとなります。支払い方法については、現金又は 

各種キャッシュレス決済が可能です。尚、請求書払いを希望される場合は、事前に

ご相談ください。 

③ 使用の変更、取消しは、使用する日の１５日前までに少年自然の家に届け出てくだ

さい。取消しの届けがあった場合は、施設利用料金はいただきません。 

④ 日帰りで使用する場合の使用時間は、午前９時から午後５時までです。 

(2) 次の場合は、利用料金の全部が免除されます。 

① 幼稚園、小・中学校、義務教育学校、高等学校、中等教育学校、特別支援学校が教

育課程に基づく教育活動のために使用する場合 

② 少年自然の家が主催、企画する事業に使用する場合 

③ その他、指定管理者が特に必要と認めるときは、の全部又は一部を免除することが

できる。 

(3) その他の活動に必要な経費は利用者の負担となります。 
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３ 施設案内 
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４ 基本生活時間 

（１）基本生活時間   ～決められた時間を守って生活しましょう～                                   

 

（２）食堂の利用について  

ア 座席数は１８６席です。利用者が１８６人を超える場合は、食事の開始時刻を調整しま

す。また、複数団体が使用する場合は、団体間で調整します。 

イ 食べ終わったらテーブルごとに食器や残飯をまとめ、カウンターに返してください。

テーブルの上を拭いてください。 

ウ 製氷機内の氷は、引率指導者が付き添いながら配るなど各利用団体の責任のもとご利

用ください。 

   

（３）浴室の利用について  

ア 入浴時間は、１８：３０～２１：３０です。（引率者は 22：00 まで） 

イ 複数団体が利用する場合は、団体同士で入浴時間を調整してください。 

ウ 宿泊利用者が 30 名以上のとき、大小の両浴室を使用します。 

エ 腰かけやふろおけは、最後に利用した団体が整頓してください。 

オ 備え付けのリンスインシャンプー、ボディソープは利用後、元の場所に戻してください。 

カ ドライヤーは浴室の脱衣所でのみ使用可能です。(※宿泊棟では使用できません。)                                                       

  

基本時間 活  動  等 参  考  事  項 

 ６：００ 起床 ・原則、起床時間以前の活動はできません。 

 ６：５０ 朝のつどい 

宿泊室の清掃・荷物移動 

・朝のつどいは省いてもかまいません。 

・荷物は指定された場所に移動してください。 

 

 ７：３０ 

 

朝食（食堂の場合） 

 団体の人数が多い場合や複数の団体が利用する場合は、食

堂の座席数が限られているため食事時間を調整します。 

 ８：４０ 宿泊室の点検   引率者は、点検のできる状態にして、事務室に連絡してく

ださい。部屋ごとに立ち会いが必要です。 

 ９：００ 活動 １ 11：30 以降に寝具を取りに行ってください。 

※宿泊室への入室は１１：３０からとなります。 

１２：００ 昼食（食堂の場合）  朝食時と同様です。 

１３：００ 活動 ２   

１６：５０ 夕べのつどい  夕べのつどいは省いてもかまいません。 

１７：３０ 夕食（食堂の場合）  朝食時と同様です。 

１９：３０ 

～ 

２１：００ 

入浴 

活動 ３ 

・浴室利用可能時間は１８：３０～２１：３０になります。 

・引率者は、２１：３０～２２：００に入浴可能です。 

・使用時間は団体間で調整してください。 

２１：３０ 就寝 他団体の迷惑にならないように巡回指導を行ってください。 

２２：００ 消灯 ２２：００以降の活動はご遠慮ください。 
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（４）到着したら 

 
 
 
 

 

到  着 

 

        ・バス・乗用車は、駐車場に駐車してください。 
      ※ 自然の家玄関まで徒歩３分程度です。 

 

 
 
 
 

 

職員との打合わせ 

 

・引率者代表者は出会いのつどい前に、事務室前で打合せを
します。代表者は、出会いのつどいの時間２０分ほど前に
お越しください 

 

                                

                 

                                

 ＜打ち合わせ内容＞  

① 利用人数・食事数の確認 

② 引率者氏名と宿泊室・緊急連絡先の確認 

③ プログラム・活動時間・活動場所の確認 

④ 出発日の荷物置場の指示        等 

・しおりや名簿を提出してください。（非常時等利用） 

・職員打ち合わせ後に、食堂にて最終打ち合わせを行ってく

ださい。（アレルギー対応など） 

 
出会いのつどい 

・進行は団体が行います。 

   

 

オリエンテーション 

・自然の家での生活について所員が２０分

程度説明します。 

 ＊右例のように設定してください。 

 

 宿泊室へ移動      ※宿泊室への入室は１１：３０からとなります。 

                                                                                                                          

    避難経路の確認 ・活動前に避難経路や非常口を全員で確認してください。 

 

（５）出発する前に 

 

 

 
書類の提出 ・必要書類（アンケート等）を事務室に提出してください。 

 

 （例）  

 

 
別れのつどい 

・進行は団体が行います 

 

① 児童（生徒）代表お礼の言葉 

② 引率代表者のお話 

③ 所員あいさつ 
 

 

出  発 
 

＜出会いのつどいの例＞ 

① 引率代表者あいさつ 

② 所員あいさつ 

③ 児童（生徒）代表あいさつ 

④ オリエンテーション  

⑤ 諸連絡・班打合せ 等 

引率代表者が事前の打合せに参加できない場合は、出会いのつどい後

に打合せることも可能です。その場合は事前にお知らせください。 
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令和 7 年度 利用者アンケート集計結果 

 ねらいや 

目的の達成 

職員の 

対応・指導 
生活・活動 施設･設備 食事 料金 

利用の 

満足度 

4月 3.82 3.91 3.91 3.82 3.82 3.91 95.91 

5月 3.72 3.76 3.76 3.82 3.82 3.91 93.50 

6月 3.87 3.87 3.87 3.87 3.87 3.91 96.60 

7月 3.77 3.60 3.60 3.72 3.72 3.59 92.59 

8月 3.51 3.59 3.59 3.63 3.63 3.56 91.00 

9月 3.81 3.90 3.90 3.81 3.81 3.79 94.64 

10月 3.89 3.82 3.96 3.85 3.85 3.70 96.89 

11月 3.76 3.76 3.76 3.81 3.73 3.90 95.44 

12月 3.13 3.20 3.08 3.00 -  - 88.93 

1月 3.52 3.45 3.44 3.48 4.00 4.00 92.78 

2月 3.63 3.66 3.55 3.57 3.83 3.64 93.79 

3月 3.55 3.65 3.65 3.65 3.92 3.64 93.89 

平均値 3.67 3.68 3.67 3.67 3.82 3.78 93.83 

8 令和 7 年度利用者の声 

＜職員の対応について＞ 

○細かく指示を出してくださったり、盛り上げてくださったりしてくれて楽しい活動になりま

した。 

○到着から食事、帰るまで様々なスタッフが元気に声がけあいさつをしてくれた。 

○子どもたちへの指導はとても分かりやすく、優しく接していただきました。雨天で活動場所

変更等の相談をさせていただいた際に快く対応してくださり、ありがたかったです。 

○早朝、夜の対応を丁寧にしていただきました。ありがとうございました。 

○予約の時点から親切、丁寧に対応していただきました。当日もみんな楽しくうどん打ちがで

きました。 

○丁寧で子どもたちも親しみやすかったです。 

○明るく対応していただき、子どもたちもボランティアも楽しそうでした。 

▲対応は丁寧でしたが、申請した宿泊の部屋数と実際の部屋数が違った。申請して許可したの

であれば、依頼した部屋数を使わせてもらいたかった。 

▲繁忙期の為か、受付や入所式、相談の際に待たされることがあった。午前中のプログラムが

押した。 

 ▲とても温かくよかったのですが、打ち合わせに、時間がかかり活動時間が 40分程度押してし

まいました。打ち合わせと出会いのつどいは別の方がそれぞれに進めてくださるとありがた

いです。 

＜生活・活動について＞ 

○日頃の教室と違い、研修室を広々と使い、グループワークができたこと、外でオリエンテー

リングを行い、のびのびと活動できたこと。 

○大研修室（スクリーン、プロテクター、イス、机、放送機器）オリエンテーリングの本部（ポ

ーチ好評でした）など、施設、設備が充実していて活動がスムーズに行えた。 
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○普段は行えない活動ができました。広々とした自然の中で様々なことが体験でき、有意義な

時間になりました。 

○熱中症対策で、予定より早めに部屋のクーラーをつけさせていただく対応をありがとうござ

いました。屋外での活動がたくさんでき、子どもたちは満足していました。 

○過ごしやすい快適な施設でした。とてもきれいでした。カヌー体験、ナイトハイク等、利用

者の子どもたちが片づけまでしっかりできて成長を感じました。 

▲大人だけでも入浴を 22：30までにしてほしいです。 

▲快適でした。女子風呂（小）が 22：15頃入ってる途中にお湯が止まりました。22時過ぎても

入っていた私も申し訳なかったのですが、一声いただきたかったです。もしくは事前に教え

ていただけるとその時間までに入ることもできます。是非ご検討いただきたいです。 

▲食堂の開始時間が遅れることがあったので、時間どおりに準備していただけるとうれしかっ

たです。 

 

＜施設・設備について＞ 

○トイレの数も多く、とてもきれいでした。 

○広く空調の整ったホール清潔な部屋で快適に過ごせました。活動が十分にできました。 

○ 使用しやすかった。今年度からシャンプーやボディソープが備えつきになったとのことであ

りがたかった。 

○とてもきれいで使いやすかったです。外の設備も工夫されていて利用しやすかったです。 

○清潔感があり、休憩の時間も館内を探検したり、楽しく過ごしました。 

○キレイだったこと、施設内のチャレンジコーナーもあって楽しめた。 

▲おおむね満足ですが、キャンドルファイアのトーチが 12本で 3団体同時に行うには足りなか

ったようです。 

▲体育館にエアコンがあるとよい。 

▲宿泊棟はとてもきれいで快適でしたが、館内の階段や窓際等のホコリが少し気になりました。

以前宿泊した時に共同の使用場所のそうじは不要と言われたのですが、宿泊者で協力してそ

うじしてもよいのかなと思いました。 

 

＜食事について＞ 

○量も人によって対応して頂き、とてもおいしかったです。 

○栄養バランスも良く美味しかったです。 

○夕食は品数が多くよかった。 

アレルギー対応をていねいに対応いただき非常にありがたかった。 

○どれもおいしく調理師さんたちが笑顔で接してくれてとても気持ちがよかったです。 

○毎食、子どもたちは喜んで食事をすることができました。枝豆ごはんのおかわりを限界まで

出していただきありがとうございました。 

○ボリューム満点で最高でした！自分たちで打ったうどんも天ぷらも美味しかったです。あり

がとうございました。 

▲夕食の時間帯が他の学校と重なってしまった。当校の方が人数が多かったので、ご迷惑をお

かけして申し訳なかった。できれば 10 分～15 分でもずらして設定していただけるとありが

たい。 
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▲１日目の夜、ごはんを盛るスタイルが事前にわからず、予定外の人手が必要だった。 

▲味や献立の種類は満足です。おいしくいただき次の活動へのパワーになりました。ただ量が

多く、たくさんの残飯がでてしまいもったいないと感じました。特に子どもは量が減るとも

う少し額を抑えられると思います。 

  

＜その他＞ 

○入学当初の表情から変化が見られる生徒が多かったです。大変満足でした。ありがとうござ

いました。 

○高２の卒業生の保護者が、中学生リーダーシップ研修会のような企画事業をまたやってほし

いと言っていた。WIFI環境の充実を期待したい（小、中学生一人一台端末世代） 

○下見・打ち合わせに来た６名を始め、初めてきた職員が、自然の中の快適な施設の素晴らし

さを口にしていた。カヌーのシーズンもいいが、グリーンシーズンの初めの活用を PRしたほ

うがよい。体育教員はトレイルランいいですねと言っていた。 

 ○野外炊さんがはじめてでしたが、ご飯も無事に炊けて、楽しくおいしかったです。目的が達

成できる充実した３日間でした。 

▲空調（エアコン）も子どもが自ら考えて使えるようにはならないか。夏は時にとても暑いた

め、職員が調整しに行く必要があった。 

▲館内を引率なしで児童が歩き回り、男子が女子の棟を行き来したり、他校の部屋をのぞいた

り、夜間 22時を過ぎてもうるさくしていても見回りせず放置したり、マナーが非常に悪い学

校と同日宿泊となり、引率者の指導の問題かと思います。引率者研修会では、ぜひ引率者の

マナーや責任についてもお話しいただきたいです。 

▲①おふろをあと 30分長くしてほしい。 

②職員の部屋に冷蔵庫がほしい。 

③ペットボトルを入れる食堂の冷蔵庫から箱が出しにくくて困った。 
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新潟県少年自然の家 使用規程 

 

（趣旨） 

第１条 この規程は、新潟県少年自然の家管理規則（昭和 48 年新潟県教育委員会規則第

13 号。以下「規則」という。）第 15 条の規定に基づき、指定管理者（株式会社サンアメ

ニティ）が新潟県少年自然の家（以下、「少年自然の家」という。）の管理運営に必要な

事項を定めるものとする。 

 

（利用者） 

第２条 規則第３条第１項第２号及び第４号に定める青少年団体とは、25 歳以下の者が

全体の半数以上を占める団体をいう。 

２ 規則第 3 条第３項に定める団体は、次の構成員からなるものをいう。 

(1) 26 歳以上の者が過半数を占める団体の構成員 

(2) 企業等の一般団体のために行われる職員研修の受講者 

 

（使用申込み） 

第３条 使用申込みに関する問合せ及び予約の受付時間は原則として、午前９時から午後

５時までとする。 

２ 少年自然の家所長（以下「所長」という。）は、必要があると認めるときは、前条に

定める期限にかかわらず使用の申込みを受理及び許可することができる。 

 

（使用許可の基準） 

第４条 規則第 11 条で読み替える規則第 4 条に定める使用の許可は、使用申込書を受理

した順序によってするものとする。ただし、同一の日の使用について２以上の使用申込

書が同時に提出されたときは、原則として所長が定める方法により調整を行った順に許

可する。 

 

（使用許可書の提示） 

第５条 使用の許可を受けた者（以下「使用者」という。）は、少年自然の家を使用する

ときは、規則第 11 条で読み替える規則第５条に定める使用許可書を所長に提示しなけ

ればならない。 

 

（使用者の遵守すべき事項） 

第６条 使用者は、所長が別に定める利用の手引きを遵守しなければならない。 

 

 



（その他） 

第 7 条 この規程に定めのない事項については、所長の指示に従わなければならない。 

 

附 則 

（施行期日） 

この規程は、令和７年４月１日から施行する。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

〒 959-2602 新潟県胎内市乙 1503 番地 166 

TEL：0254-46-2224 / FAX：0254-46-3070 

URL：https://niigata-shounensizen.jp/ 


